






















































































ガイドA ガイドB ガイドC ガイドX ガイドY ガイドZ
1 所要時間 431435 323676 294139 218880 148913 186836
H フィラーの発話時間 40557 6843 17794 2122 23136 20711
皿 実質的な発話時間 290071 206132 196166 152005 96276 98663
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【図3：発話節とポーズの平均長（msec）】 ．團発話節平均長ロポーズの平均長：
注）括弧内は一発話節あたりの平均拍数
　ガイドBとガイドZは比較的短く発話節を区切って話している。一方、ガイドCは複
文で発話し、ポーズ時間も長く設けている。NSが順位付け時に行った評価における「滑
らかさはどうでしたか」という項目ではガイドCは平均4．3点（5点満点中）を獲得して
いる。これは上位群の中でもガイドAに次いで2位であった。他にもコメントとしてNS3
名が「流暢だ」と述べ、発音の評価も高かった。つまり、発音が良い場合にはある程度長
い発話節で話しても、ポーズが十分にあれば、滑らかに感じさせられるのである。
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　しかし、比較的長い発話節で話しているガイドX、ガイドYは評価が低い。ガイドYの
発話が長いのは、①【図2】から分かるように、文節よりも文末での区切りが多いこと②
4．2で述べたように文末で区切らない箇所が多いことが理由であろう。これはガイドY
に対する評価項目「相手の理解を考慮しながら話していましたか」の評価が平均2．2点（5
点満点中）で、「聞き手の反応を考慮していない」とのコメントがNS6名から、「覚えたも
のを話している印象」とのコメントが3名からあったことが裏付けるように、暗記した文
字テクストを話しているため、発話節が長くなってしまうのだ。一発話節が長いのにも関
わらずポーズが短いことも自分のペースで話していることの表れである。
　次にガイドXは【図2】では文節での区切りが多いように見えるが、【図3】から一発
話節が長いことが分かったので、発話全体を通して区切られていない文節が多く、それが
分かりにくさの一つの要因になっていると言える。Xは同上の評価項目「聞き手の反応」
では平均3．3点とまずまずである。しかし、「覚えたものを暗記している印象」とのコメン
トがNS2名からあり、やはりガイドYと同様、覚えた文字テクストから音声テクストと
して表現するまでには至っていないことが伺える。Xは発音の評価が低かった。ガイドC
と比較すると、発音が悪い場合には長い発話節で話しても滑らかとは捉えられないと言え
よう。実は、ガイドBは上位群の中では発音の評価は低つた。それにも関わらず、「内容
が理解できましたか」という項目ではAに次ぐ2位であり、総評としても「分かりやすい」
という意見が多かった。中には、「短く区切って話しているので分かりやすかった」という
意見もあった。つまり、ガイドBは発話節を短く区切り、十分なポーズを置くことによっ
て、発音の悪さがカバーできていたのだ。一方、ガイドXに対しては「もっと一文を短く
区切ったほうが良い」、「重要な文節や句を区切って言ったほうが良い」という指摘があっ
た。このことからも発音が悪い場合には、むしろ発話節を短く区切り、十分なポーズを置
くことが有効的であると考えられる。
5．ポーズと文脈との関連性
　NS評価者からはXに対して「区切りの箇所がおかしい」（2名）との指摘もあった。ま
た、第3項で取り上げた「ガイドXの発話ではポーズが聞き手に聞く準備を与えるという
本来の機能を果たしているのか」も検証せねばなるまい。
　そこで、前項までには見えてこなかったガイドXの区切りの位置の問題点を探ること、
文脈においてポーズがどのように機能しているのかを追究することを主な目的として、文
脈の観点からポーズを分析し、上位群と下位群の差異を明らかにする。
5．1　『乳海撹搾』導入部におけるポーズの操作
　調査対象となる神話『乳海撹拝』のタイトルは、音声で伝達されても一般の日本人には
理解されにくい。それ故、ガイドがどのようにタイトルとその意味を伝えるのかが重要と
なる。そして、そこではポーズがどのように機能しているのだろうか。以下、各ガイドの
『乳海撹搾』導入部を例に示す。なお発話例ではフィラーや言い直しは対象としないため、
削除した。上昇イントネーションには？を付し、〈H＞は母音の引き伸ばし、〈Q＞は無音閉鎖
区間を表す。（W）は発音の誤用（もしくは発音のなまけ）が現れた箇所である。
非母語話者ガイドの独話場面におけるポーズの分析
例4）ガイドA：乳海渠搾の意味説明
。灘欝拙論驚璽1墓ご驚誰驚墾
カイの二・一〈408＞・牛乳の二・一ミルク？〈606＞の意味ですねく439・カイは海〈717＞・す・・二・一力
董’灘㍊驚1並等海面豪球遼ll；欝鷲濃難事i
う意味＜247＞物語なんですが〈371＞・・（中略）
　ガイドAの一発開園あたりの平均拍数は12．9拍（【図3】）であることを考えると、こ
こではかなり短い発話節に区切っていると言える。まずaで聞き手にこれから物語の説明
が始まることを示し、タイトル導入bで526msecというやや長めのポーズを入れることに
よって、聞き手はその名称を音声として取り入れる。c、　d、eでは「乳海」を区切って
説明し、fでまとめる。同様にgで「撹拝」の説明を行い、　hでまとめている。聞き手が
音声と語義を結び付けやすいように区：切り、結び付けるに十分なポーズを与えている。
＿例1．蚤．）＿ガイ．蕉黒．三．．乳湖薫絵俊意味説盟＿
・このブ・ックは〈216＞ア・・一ルワ・トの中は今日は最後になりますけどもく333＞一番・458＞艶i
な神話〈491＞・二・一匹イカクハン〈658＞という神話です＜424＞、ニューカイカクハンですね〈291＞。乳海i
掻き混ぜる〈608＞pと．いうのは海を掻き混ぜてく424＞最後にく608＞乳の海ニューカイになった〈283＞といi
というのは乳というのは牛乳の乳＜674＞つまりミルク〈833＞．カイは＜441＞海＜799＞。カクハンは〈225＞i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちぢ
う意味です〈924＞
　ガイドBもAと同様に導入部ではかなり短い発話節に区切っている。iでこの名所が長
く続いたアンコールツアーの最後の見所であることを予告し、jでこれが「神話」である
という前情報を与え、ポーズも置いているので、聞き手はそのことが理解できる。k、1
でタイトルを導入し、m、　n、　oで細かく区切りながら、「くり返し」や「言い換え」を併
用することによって、音声と語義を結び付けている。ここでも十分なポーズが置かれてい
るので、聞き手は記憶に留める時間を与えられている。続いてpでまとめているが、その
最後には924msecという長いポーズを置くことによって、ひとまとまりの話題の終わりを
予告している。実際にこの直後に話題が転換し、レリーフの現場指示解説へと移っている。
例6）ガイドC：乳海墨継の意味説明
…ざ芝罰ほ…丁ヨ＝：芳：：r男グ；てジ芝「じぢ7’ジドあ暢謙965泥三撲：＝藪あ’禅話ぞ子晶晶丁ヲ…ぞ三ヨ＝芳i
イカクハンのそのく727＞，ニューカイのニューはですね〈336＞牛乳のニューでカイは海です〈1107＞で、≡
ミルクの海を〈586＞カクハンする〈575＞という意味ですねそのミルクの海を掻き混ぜるという意味ですi
〈575＞
　ガイドCの発話の特徴は一発話節が長いことにあり、他の上位群ガイドと比べると、や
はり発話節は長い。しかし、ガイドCの平均ポーズ長が691msecであることからすると、
この導入部には、長いポーズが置かれていることが分かる。qでこれがヒンズー教の神話
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であることを述べ、1411msecという十分なポーズをとっている。　rで「乳海」の説明を
終えて長いポーズ（1107msec）を置き、　sで『乳海里拝』の語義を示し、まとめてくり返
している。「撹掬などといった音声と語義が結びつきにくいものを提示するにあたっては、
引用の「と」の前で区切っている（575msec）。
例．エ）＿滋イ蔦x．三．．乳．灘開豆～意．蝋引
、この場面はアンコールトムの南大門の〈221＞お話〈H＞の場面を表していますく1362＞．ニューカイカ
クハ〈H＞ンというく212＞ヒンズー教のく200＞有名な場面が（W　えくQ＞かかくH＞れて・描かれて）いますく221＞i
．ニューカイはミルクの海という意味です〈459＞カクハンは掻き（W混〈Q＞ぜる・混ぜる）という意味ですi
型
　ガイドCと同様に長い発話節で話しているのだが、ポーズ時間が短い。tで前に見た別
の遺跡の場面と関連付けて話しており、その直後に長いポーズ（1362msec）が置かれて
いるのは良いが、その後、『山海高高』の意味説明では、「ニューカイカクハン」の初出時
に212msecのポーズしかないので（u）、聞き手は印象に留めにくい。更にそれがヒンズ
ー教の神話だと結びつけるための時間は221msecしかなく、vで「くり返し」がなされる
ことなく、淡々と説明が過ぎている。くり返しがないこと、発話節が長いことを考慮する
と、上記のポーズ長では十分とは言えない。更にガイドXの発話には母音の引き伸ばし、
音節間の声門閉鎖音の挿入があり、発音も聞き取りにくいものとなっている。このように
発音がとりわけ良くない場合には、ガイドBのように短い節で区切り、十分なポーズを置
いて話すほうが聞き手にとっては理解しやすい。
例8）ガイドY：乳海皆野の意味説明
’”
ﾌ’ちぢほ’三ヨ’ラ’分茅能勢てジ蛎諮ぞ野猫滞三窪’ヲ芳才’男ラフてジ賜藷ほ三ヨ’ラ男才’ミフ渉あ潅芝”i
いう意味ですカクハンは掻き混ぜるという意味ですニュウカイカクハンは〈357＞ミルクの海という意i
味です〈522＞
　wには本来文末の区切りが二箇所あるのだが、ここでは区切られていない。まさに一気
に読み上げたといった感があり、ポーズはわずか357msecなので、聞き手が全く、『乳海
撹拝』の意味を把握できぬまま、記憶に留められぬまま説明が終わっている。更に「晶晶
撹拝はミルクの海という意味です」と、くり返し部で言い間違えていることから、聞き手
は『乳海適適』の語義を捉えられぬだけでなく混乱してしまう。この後522msecのポーズ
の後に話題は転換している。
＿．例，9．）＿ガ煮」二尾．三．1乳海漁控¢～意味顎脚．．
．昔は〈221＞悪　と神様とよく＜850＞戦っていますのでく1474＞乳海撹搾を作って＜382＞ニューはミi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y
ルクですね〈806＞カイは海〈474＞カクハンは掻き混ぜるとですね〈671＞
　下線xとyは明らかに異なる文脈なのだが、xを中途半端に終えてしまい、そのまま
382msecという短いポニズを置いただけで、次の『乳海撹拝』の意味説明へと進んでいる。
非母語話者ガイドの独話場面におけるポーズの分析
「くり返し」が行われていないので、更に不透明である。また1474msecという長いポー
ズがxに置かれているため、聞き手はその後の展開を悪魔と神様の戦いの話ではないかと
予測してしまうだろう。
5．2　どのような文脈で長いポーズを置くのか
　それではどのような文脈において長いポーズが置かれているのかを上位群と下位群ごと
に特徴的な例文とともに見てみよう。
5．2．1上位群の長いポーズ
　ガイドAの発話に特徴的なのが、話者が一方的に情報提供する独話であっても、客に問
いかけたり、上昇イントネーションを用いて確認をしながら独話を進めていくことにある。
塑
　上記①、②、③のように、聞き手に対する問いかけ直後の長いポーズによって、聞き手
は考えたり発見したりするための十分な時間が得られる。①の直前で631msecのポーズを
置いていることも、聞き手自身に自己確認させながら情報を与えていくという機能を果た
し、一方的に情報を押し付けるのではない独話となっている。聞き手も必要に応じて割り
込むことができよう。他にも固有名詞の導入部などで長いポーズが見られた（例12）。
＿例しユ21＿ガ煮よこA三．．丞．Ω抵精エズ薫ゑ¢～瓢賜＿＿．＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿．＿
もの？〈556＞
　④で「乳の海ですから＜H＞」の直後に1225msecという長いポーズがあるため、聞き
手は話の展開を予測することができる。おそらくここで聞き手は「乳の海だからどんなこ
とがあるか」と類推を働かせるだろう。ガイドAの長いポーズは他にも「もし」や「しか
し」といった後続の文脈を予告する標識の直後に1000msec程度のポーズが置かれていた。
こういつたポーズは聞き手に次の展開を予測させる機能をもち、聞き手の期待感を煽る。
　また「アプサラ」という固有名詞の導入において、⑤で区切り、長いポーズがあるため、
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聞き手にはその名称が印象付けられる。文脈から、それ以前にアプサラのレリーフを別の
遺跡で見ていたようなので、聞き手によってはこの755皿secのポーズによって、その名称
を過去の記億から呼び起こすこともできる。そして、意味説明の文脈⑥でも長いポーズを
置き、聞き手は記憶を手繰り、その意味を再確認できるであろう。
　続いてガイドBの例13、例14を見ていただきたい。ガイドAと同様に固有名詞の導入
部において長いポーズを置く傾向がある。特に「…という…」という形式を用いて意味説
明を行う際に多く観察された（⑨⑩⑪）。また、レリーフを現場指示して、これから語る場
面を示す際にも長いポーズが見られた（⑦⑧）。こうしたポーズは聞き手の注目を場面に引
き付けるとともに聞き手にこれからその場面に関する説明が始まることを予測させる。
例13）ガイドB：レリーフの場面指示（レリーフは三段に分かれている）
　⑦一番下は〈358＞海の中＜1041＞
例14）ガイドB：天国にいるアプサラの説明
　で⑧上の方〈858＞天国く341＞上の方ですね〈250＞天女〈549＞踊ってるますく574＞⑨アプサラという天女踊
ってますく1283＞
例15）ガイドBlインドラ神の説明
⑩インドラ神というのはく500＞帝釈天〈1799＞雨降らせる神様〈299＞
例16）ガイドB：ラクシュミーの説明
⑪ラクシュミーというのはく1091＞吉祥天〈874＞一番きれいな女の人〈1074＞きれいな〈283＞女の人ですね
＜524＞でビシュヌ神の〈308＞奥様なりました＜808＞
　⑨～⑪では日本人にとって馴染みのない語彙を説明する過程で長いポーズをとっている。
このような工夫は、日本人観光客にとって馴染みの薄い語彙をいかに伝達するかという方
策の一環であり、それと同時にガイドBは「くり返し」や「言い換え」の方策も併用する
ことによって、客の理解を得ようとしていることが分かった。
　次にガイドCについてである。ガイドCの発話の特徴は前述したとおり、長い発話節で
話し、長いポーズをとることにある。しかし、その中でも特に長いポーズが集中している
ところがあった。「乳海撹搾の作業過程の説明」と、「乳海撹拝の結果、生まれてきた生物
達についての説明」の箇所である。1000msec以上のポーズがそれぞれ7回（作業過程）、
8回（生物説明）と現れている。ガイドCの1000msec以上のポーズの回数は独話全体を
通して25回なので、その6割がここに集中していると言える。一方、それらの話題が全
体の独話に占める割合は17．6％（作業過程）、15．1％（生物説明）と3割強であるから10
集中していることは確かである。作業過程の説明は、大蛇を山に巻きつけて綱引きのよう
に神々と阿修羅達が左右で引き合うといった日本人には理解が難しい展開であり、生まれ
てきた生物はヒンズー教の神話における聖なる動物などであり、その名称は日本人にとっ
て馴染みがない。このような複雑な文脈で長いポーズを多く置いているので、聞き手は混
乱せずに話の展開や生物の名称、正体を理解することができるのである。
非母語話者ガイドの独話場面におけるポーズの分析
　また、ガイドCにはガイドAと同様に聞き手に話の展開を予測させるようなポーズの挿
入も見られた。例17・⑫では「ようやく」の直後に長いポーズを置くことによって聞き手
の期待が高まり、これから起こる展開の予告の機能を十分に発揮している。
例17）ガイドC：不老不死の薬アムリタが出てきた場面
　その薬が＜597＞⑫ようやく＜1508＞出てきました〈835＞
5．2．2　下位群の長いポーズ
　ガイドYの発話は1000msec以上のポーズは3回のみで、そのうち2回はフィラーの直
後で、文脈との関連性はない。次のテクストを思い出すための時間であったと思われる。
　ガイドZには1000msec以上のポーズが13回あったが、長いポーズと文脈との関連性
は見当たらなかった。そのうち3回は聞き取り不可能な部分が現れた発話節後だった。そ
れはおそらく聞き手にも理解がされなかったため、聞き手の反応を見てのポーズだったと
考えられる。また、解説後半において長いポーズが増えてきているので、前半はガイドが
自らのペースで解説を始めるが、次第に聞き手が示す頷きや感動表出によって、聞き手の
理解程度を確認しながら解説を進めるようになっていく過程が見える。
　ガイドXは1000msec以上のポーズ15回のうち、言い直し後が4回、発音の誤用が現
れている発話節後が3回、フィラー後が1回であった。これはガイドZと同じように伝わ
っているか聞き手の反応を見てのポーズであろう。その他の長いポーズは話題の転換のと
ころなどに置かれており、特に問題はなかった。しかし、特筆すべきことにガイドXの発
話には、ポーズを入れた方が理解されやすいところにポーズが置かれていないのである。
例18）ガイドXl女神ラクシュミーの誕生
⑬のちにビシュヌ神の奥さ〈H＞んに＜902＞なったラクシュミーなどが生まれました〈1234＞
例19）ガイドX：不老不死の薬アムリタが出た後
そのあとはく315＞アムリタはく510＞⑭手に入れることができましたけどどちらが手にいれるかで
く510＞神々と阿修羅は戦い始めました〈962＞
例20）ガイドX：薬を盗んだ時間の神カーラがビシュヌ神に首を切り落とされたとき
　薬は喉まで来くQ＞ていましたのでく885＞首から上までは死なないで生き続けました⑮話はまだ終わ
　りません〈894＞
例21）ガイドX：同上
しかしカーラはく664＞⑯首から〈204＞下はありませんので飲み込んでもそれが出てきてしまうんです
〈306＞
　例18一⑬は「に」と「なった」の間に902msecもの長いポーズが置かれていて、連体修
飾節の「なった」の直後にポーズがないのはおかしい。例19・⑭は接続表現「けど」の直
後にポーズを置くべきで、例21一⑯は「首から」の直後よりも「ので」、「でも」といった
早稲田大学日本語教育研究
節の切れ目にポーズを置くべきであろう。⑯で「飲み込んでも」の直後に長いポーズを置
けば、聞き手は逆接の展開を予測することもできる。例20一⑮では、「話はまだ終わりませ
ん」という予告の表現を用いているにも関わらず、その前にポーズを置かず、前文に続い
ているので、せっかくの予告が機能していない。例21・⑯の「しかし」の直後も然りであ
る。ガイドXの発話では「しかし」、「例えば」などの後続の展開を予測させる標識の直後
にポーズを置かず、話を続ける例が3例あった。つまり、ガイドXは聞き手に展開を推測
させる表現を用いているにも関わらず、ポーズを置いていないため、それらの表現が機能
していないことになる。よって聞き手に聞く準備を与えるというポーズ本来の機能も十分
に果たされるチャンスが少ないのである。
6．まとめと課題
　これまでの分析で分かったことをまとめると以下のようになる。
○発音が良い場合には十分なポーズ時間を置けば、長い発話節で話しても流暢と感じさせ
るが、発音が悪い場合には、短い発話節で区切って説明した方が内容が伝わりやすい。
○上位群は全体的に適切なところで区切るが、「AというB」という形式で固有名詞の意味
を説明する際には引用の「と」の前で区切られることが多い。
○上位群は独話全体的にポーズ時間が十分である。特に聞き手への問いかけ、固有名詞の
導入・解説時、聞き手に後続の展開を予告するときなどにポーズの操作を行っている。
○下位群はフィラーや言い直し直後で区切り、長いポーズが置かれる場合が多い。また文
末や文節で区切らないことが多く一発今節が長いが、ポーズは短い。
○下位群は聞き手に後続の展開を予告する表現を用いていても、そこでポーズの操作を行
っていないため、それらの機能が十分置果たされない。
　本調査から上位群ガイドは文脈に応じた話し手によるポーズの操作を行っており、それ
が聞き手の内容理解を促していることが分かった。従来の研究では談話全体のポーズ長の
比率、文法面の視点からの区切りへの言及が多かったが、今後、文脈とポーズの関連性に
ついての研究がより必要となってくるであろう。また下位群ガイドは暗記した文字テクス
トを音声テクストとして表現する段階には未だ至っていないことも分かった。現場でスト
ーリーテリングの練習を強化するなど、表現する力を身に付けさせるような学習法の必要
性を感じる。カンボジアではガイド不足などの理由から初級学習終了程度の日本語能力で
ガイドとして現場に出ることが珍しくない。そのため独話技術に関しては虎の巻を暗記し
て臨んでいるのが現状である。それ故、ガイドの独話の問題点は多い。ポーズにおいては
ガイド自身にポーズの機能を認識させることがまず重要である。また予めポーズを置く位
置を記した虎の巻を作成するのも一つの方法かもしれない。
　「分かりやすさ」には複数の要因が混在している。本研究ではポーズの観点からの分析
にとどまったが、筆者の調査では発話速度の操作等、様々なストラテジーの観点において
も上位群と下位群には大きな差異が見られた。今後の課題として独話の「分かりやすさ」
の更なる追究を目指したい。その調査結果については次稿に譲りたいと思う。
非母語話者ガイドの独話場面におけるポーズの分析
注
1）カンボジア政府観光省公式ホームページより。2006年3月現在での月間報告。
2）国土交通省『平成17年3月国際観光開発促進協力調査報告書一カンボジァー』pp．54
3）　「独話」とは、話し手・聞き手の立場が固定して一方的になされる発話のこと（大石1963：lpp）
　　である。名所解説などは独話ではなく、客との「対話」ではないかという指摘もあると思われる
　　が、客からの割り込みは極めて稀であり、ここでは情報提供者が常に一方の話者に限られている
　　という点から、「独話」であるとみなす。
4）『乳海橿搾』とはヒンズー教の天地創造の神話とも言われ、不老不死の薬アムリタを手に入れる
　　ために神々と阿修羅が協力して海を掻き混ぜたという内容の話である。
5）カンボジア観光省では基本的に一年に一度公的ガイドライセンス試験を実施している。
6）NS50名に視聴してもらうビデオデータは順番による評価の影響を避けるために一番最：初に中間層
　　のガイドMを入れ①【M→V→W→A→B】②【M→A→B→X→Y】③【M→Z→V→C→D】④【M→C→D→
　　W→X】⑤【M→Y→Z→E→A】⑥【M→E→A→V→W】⑦【M→X→Y→B→C】⑧【M→B→C→Z→V】⑨【M
　　→W→X→D→E】⑩【M→D→E→Y→Z】の10パターンを作った。AとCは日本語能力が圧倒的に高
　　く、これを同グループで視聴させることは順位付けに影響を伴うため、同グループにしていない。
　　NS評価者にはMが調査対象外であることは事前に告げていない。　NS評価者の内訳は1パターン
　　（NS5名が視聴）あたり3名が目本語教師（経験1年以上）、2名は日本語教師ではない。
7）杉戸（1989）は「発話」には「実質的な発話」と「相づち的な発話」の二種類があるとしている。
　　本稿でいう「フィラー」は独話の観点から杉戸（1989）の定義に従ったが、「言い直し」は話者
　　による情報提供が一部なされるものと解釈し、実質的な発話として扱った。
8）助詞が省略されている場合も含めた。
9）全発話節のうち文末にポーズが置かれなかった割合。小数第2位以下四捨五入。
10）「乳海提拝の作業過程の説明」は21発話節で、「乳海撹拝の結果生まれた生物の説明」は18発話
　　節である。ガイドCの独話は全119発話節で構成されているため、21／119、18／119とした。
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